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1 はじめに

新研究システムのねらい

山之上卓 l

コンピュータの性能は時がたつにつれ指数関数的に向上しており， 4年前に導入した研究システムは，

既に時代遅れになっている．このため，情報科学センターでは， 1994年 5月に従来のミニスーパーコン

ピュータ Alli狙1tの後継機種として SpareStation 10互換機2台を公開し， 1995年7月に SpareStation 

20互換機 7台を公開した．

今年度機種更新に伴い，従来の研究システムと比較して様々な面で大幅な性能向上を計った．

新研究システムは，

•ユーザがログインしてプログラムの作成やコンパイルや結果の表示などを行なうためのフロントエン

ドプロセッサ．

•フロントエンドプロセッサを使うための X 端末群．

•実際に計算を行なうための CPU サーバ群． CPUサーバ群をバックエンドプロセッサと呼ぶ場合が

ある．

•ファイルサーバ．

などで構成されている（図 1)． 本研究システムは，単に総合計算能力の向上を計っただけではなく，計

算機の能力を罷大限に活用でぎるように自動負荷分骰機構を導入しており，また，計算高速化の最後の切

札と言われている並列計算にも対応できるよにしている．

新研究システム公開直後から利用を始めたユーザもおり，既に多くのユーザが新研究システムを活用し

ている．

2 新研究システムの特徴

この研究システムの特徴として，以下の項目を挙げることができる．

1情報科学センター戸畑キャンパス

62 



Rouヒor

Router 

...:·:{·:·:·:·:•:•:·:·::..:9:9:·:·:·:·:·:·:·:·:·:·:•:·:·:·:·:9:•:· ···················•··•······•··••· 
Education ：：：Y .．．．．..．．．．．．.．．．．.．．.，．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． .................................. ..．.．.．．．．．..．．. ＂.と

NWS-7000B 

s..ECint92 250-

SPECfp92 350-

如 S-SOOOX/200MHz

Sl?EC"-nt 92 l.l.7 

Sl?EC,ep 92 12S 

rn●m 128MB 

Dユ"K^rェay 51. GOB 

亡}999---0

ロロ
冒
1.T..s..:s.r...l 

100>•• 

10M知“

Fu11 time Res..arch system 

N,.ght t,.rno Rosoarch systorn 

NWS-7000B 

s..EC~nt92 250-

s..ECfp92 350-

＇・’・ 9•』 .,.,,,.,.,.,.,...............,.,.,.,.s,.,●`

sparc st..t10m. 10 

疇暉＇：埓 9
重

璽エ璽璽にロコ日巨ェコ □璽璽目 E□璽口巨二こコ
X window Termin..1s X 9 
X MiNT CMX 1712 

NWS-7000B 

SJ?ECint92 250-

Sl?ECfp92 350-

で● ● 9,．．．．9 9 9 9 9 9 9,．, 
·:,:,:,:.:,:•:•:·:•:•:•:•:•:•:,::,:,:.:,:,:•>:•:•:•:•:•>:•:•:•:•:•: 
..匹aucaヒion s 
9 9 9 • 9,．，．．9 9 ・ • 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9,．.、99 9、、,．.．9 9 9 9 9,．．9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9,．. 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9,．、,• 9 9 9 9,上

The Research System （ゃユam.〉

てho エmt-er not 

foェ

Iiiii!！ilii i; ！i lii :: iI 

Kyushu. エnstituヒe of  Techmo10gy, Infoェma1二i.om sci.emce centeェ

April. 1996 -

図 1:新研究システム
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•高速 CPU を持った CPU サーバ群

各 CPUサーバは， 1996年現在で MIPS社最高速の RlOOOOを使用しており，浮動小数点演算性

能で 350SPECfp92の性能を持っている．これは， Spare Station 20 (102.8 SPECfp92)の31音以

上の性能である．

•高速ネットワーク

教育システムと同じく， lOOMbpsの高速スイッチングハプで CPUサーバやファイルサーバを結合

しており，ネットワークによる計算能力低下が少い．並列計算などを採用することによって，より高

速な計算を行なうことができる．

•高速高信頼性ファイルサーバ (RAID5)

ハードデイスクを複数台並列に並べる事(RAID)によって，高速でなおかつ信頼性が高いファイル

サーバを構成している．

• CPUの有効利用

プラットフォームコンピューティング社の LSF(Load Sharing Facility,負荷分散機構）を導入して

いる．このため，プログラムを起動すると， CPUサーバ群の中で最も負荷の軽い CPUサーバで，

自動的にプログラムが実行される．このため，常に最適な負荷分散が行なわれ， CPUサーバ群の有

効利用が可能になっている．

•並列計算

ネットワークで接続された複数のコンピュータで並列計算を行なうためのパッケージ， PVM, を導

入している．上に述べた高速 CPUサーバ群と高速ネットワークで PVMを使う事により，従来のコ

ンピュータではそれ以上の高速化が難しかったものも，より高速に実行できる場合がある．並列計算

は高速化の最後の切札と言われている．

•プログラム開発環境 (Workbench)

フロントエンドプロセッサでは，プログラム開発環境として富士通のWorkbenchを利用する事が出

来る．プログラムのデバッグなどに，特に有効である．また， FORTRAN 90や数値計算ライブラ

リSSLIIも利用できる．

•計算結果の可視化 (AVS)

フロントエンドプロセッサでは，計算結果を視覚化するための標準的なパッケージであるアドバンス

ビジュアルシステム社の AVS(Application Visualization System)が利用できる．
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• OSはUNIX

OSはUNIXであり，利用方法は従来のシステムとあまり変らない．このため，新しい操作方法を習

得するなどの負担はあまりない．

3 新研究システムでのプログラム開発

研究システムでユーザプログラムを実行させるには，主にバッチを利用する．バッチを使う事によっ

て，プログラムの実行効率が向上する．また， CPU時間やメモリの制限を付ける事によって，プログラ

ムミスなどによる資源の無駄を少なくすることができる．

新研究システムは，基本的には以下のようにして，プログラムを開発する．

1．フロントエンドプロセッサにログインする．

フロントエンドプロセッサは resOOO（戸畑）と reslOO（飯塚）の2台がある．

2.プログラムの作成，編集などを行なう．

3.プログラムをコンパイルして，実行プログラムを作成する．

このとき，プログラム開発環境 Workbenchを使う事によって，プログラムの作成，編集，コンパイ

ル，デバッグを視覚的に効率的に行なう事ができる．

4. 1で完成したプログラムを submitコマンドによって，バッチキュー (CPUサーバ群でプログラム実

行させるための待行列）に投入する．

5.実行結果を AVS/Expressなどのツールを使って，表示する．

submitコマンドや AVSの利用方法については本広報の対応する記事を参照されたい．

4 終わりに

新システムは新しいコンピュータなどで構成されており，初期不良がこれから発見される可能性があ

る．また運営に当たっても不慣れな点が多々あると思われる．これらの点を改善していくためには，ユー

ザの皆様の御協力が不可欠であり，今後ともご支援をお顧いしたい．また，本システムを大学全体で有効

活用するために，ユーザの皆様からの積極的な提案や発言していただきたい．
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